サッカーは、ある程度キック力が付かないと、チームプレイである事に意味がない。
小学生の頃は、、あんまり覚えてないが、ほとんど、ドリブル突破が主体だった気がする。

中学の最後ぐらいになると、「パスをつないでの攻撃と比べると、ドリブル攻撃なんてままごとだ。攻撃力が全然違う。」と、気付き始めた。
　とはいうものの、なかなか、チームワークを作るのは難しい。
　威力はけた外れなんだが、、、

　高校の最後、フォーメンションＺの頃も、、、
　パス攻撃を主力にしながらも、ある程度の微調整は必要だった。

　敵陣に切り込む時は、加速してないとどうにもならない。
　止まってる状態でボールをもらっても、、、
フォーメンションＺは大差をひっくり返す為に使った、体力の出し惜しみをしない、攻撃のフォーメンション。僕も、最後までは持たなかった。最後の方は2，3人、フィールドで倒れてた。

　速攻をかける時の基本は、スピードを絶対に落とさない事。

敵に張りつかれそうになったら、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　敵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　断面図　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　自分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一気に走りぬける
　自分で（未来の）自分にパスを出し、そこに走り込んで、自分でキャッチする。
　ちょこちょこボールを触らない。スピードが死んだら、速攻での攻撃は失敗。
　後はじわじわ、泥試合で押し込むか、、、、

あくまで、基本の動き


　昔からあるのが、ウィング攻撃。
　フォーメンションＺも、それに近い

　基本的に、シュートは正面から打つ。
　横からだと、角度が無いから打てない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴール

　　　　　　　　　　　　　安全　　　　　　　　　　　　　　　　安全

　　　　　　　　　　　　　　　　　　危険ゾーン



　サイドから正面にセンタリングを上げて打つ。

真ん中のゴール前が危険

ドリブルがきたら

ちょっと中央よりに立って
橋へ端へ寄せて行く














　防御は、絶対に突っ込まない。特に敵がスピードに乗ってる時は、ボールを浮かされて頭の上を越されると、無人のごとく抜かれる。
　
　ドリブルを止める（寄せる）時は、ボールを見ない。
　ドリブルしてる人の体を止める。
　体が、中央に入ってこないように、、、端へ端へと追い込む。

で、周りのパスコースを潰して、
　いつか必ずミスをする。
　　ボールが体から離れたり、無理なパスを出したり。
　その時まで、藪を突っつきながら待つ。

この、基本形、
　欧米はこれをクリアーして、今の形になってると思うけど、、、

僕は、テレビでスポーツは見ない。
オリンピックは見るけど、普通の時は、、
たまに5分くらい見る時はある。
で、日本のサッカーは多分、基本形をクリアーしてない。と思った。（あんまり興味無いけど…）
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